概要版 (がいようばん)










第 (だい)３次 (じ)江戸川 (えどがわ)区 (く)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)
［令和 (れいわ)６年度 (ねんど)（2024年度 (ねんど)）～令和 (れいわ)10年度 (ねんど)（2028年度 (ねんど)）］
第 (だい)７期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
［令和 (れいわ)６年度 (ねんど)（2024年度 (ねんど)）～令和 (れいわ)８年度 (ねんど)（2026年度 (ねんど)）］
第 (だい)３期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
［令和 (れいわ)６年度 (ねんど)（2024年度 (ねんど)）～令和８年度 (ねんど)（2026年度 (ねんど)）］









令和 (れいわ)６年 (ねん)（2024年 (ねん)）３月 (がつ)
[image: 図][image: QR コード

自動的に生成された説明]　　江 (え) 戸 (ど) 川 (がわ) 区 (く)
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１　計画 (けいかく)策定 (さくてい)の背景 (はいけい)と趣旨 (しゅし)
区 (く)では、地域 (ちいき)で暮 (く)らす全 (すべ)ての方 (かた)が障害 (しょうがい)の有無 (うむ)によって分 (わ)け隔 (へだ)てることなく、相互 (そうご)に尊重 (そんちょう)し合 (あ)いながら共生 (きょうせい)する社会 (しゃかい)の環境 (かんきょう)づくりを進 (すす)めるため、「江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」（以下 (いか)、「障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」という。）、「江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」、「江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」（以下 (いか)、「障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及 (およ)び、「障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」という。）を策定 (さくてい)し、障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)を推進 (すいしん)してきました。
近年 (きんねん)、国 (くに)では「障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)に関 (かん)する条約 (じょうやく)（障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)）」の批准 (ひじゅん)、「障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)）」の改正 (かいせい)、「障害者 (しょうがいしゃ)による文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)活動 (かつどう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)」、「障害者 (しょうがいしゃ)による情報 (じょうほう)の取得 (しゅとく)及 (およ)び利用 (りよう)並 (なら)びに意思 (いし)疎通 (そつう)に係 (かか)る施策 (しさく)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（障害者 (しょうがいしゃ)情報 (じょうほう)アクセシビリティ・コミュニケーション施策 (しさく)推進法 (すいしんほう)）」、「医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)及 (およ)びその家族 (かぞく)に対 (たい)する支援 (しえん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)」の施行 (しこう)等 (とう)の動 (うご)きが見 (み)られました。
さらに、令和 (れいわ)４年 (ねん)(2022年 (ねん))12月 (がつ)に公布 (こうふ)され、令和 (れいわ)６年 (ねん)(2024年 (ねん))４月 (がつ)施行 (しこう)される改正 (かいせい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)等 (とう)においては、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)や就労 (しゅうろう)の支援 (しえん)の強化 (きょうか)等 (とう)により、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の希望 (きぼう)する生活 (せいかつ)を実現 (じつげん)するため、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)の支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)、障害者 (しょうがいしゃ)の多様 (たよう)な就労 (しゅうろう)ニーズに対 (たい)する支援 (しえん)及 (およ)び障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)の推進 (すいしん)、精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)の希望 (きぼう)やニーズに応 (おう)じた支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)等 (とう)の措置 (そち)が講 (こう)じられました。
令和 (れいわ)５年度 (ねんど)(2023年度 (ねんど))をもって現行 (げんこう)の「江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」及 (およ)び「第 (だい)６期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第 (だい)２期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」が終了 (しゅうりょう)となるため、本区 (ほんく)の施策 (しさく)進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)及 (およ)び障害者 (しょうがいしゃ)制度 (せいど)の動向 (どうこう)や国 (くに)の指針 (ししん)を踏 (ふ)まえ、「第 (だい)３次 (じ)江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」及 (およ)び「第 (だい)７期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第 (だい)３期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」を一体的 (いったいてき)に策定 (さくてい)します。
本計画 (ほんけいかく)は、江戸川 (えどがわ)区内 (くない)の障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス利用者 (りようしゃ)等 (とう)を対象 (たいしょう)としたアンケート調査 (ちょうさ)結果 (けっか)、及 (およ)び「江戸川区 (えどがわく)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)」において懇談会 (こんだんかい)形式 (けいしき)で開催 (かいさい)した障害 (しょうがい)のある人 (ひと)やその家族 (かぞく)、及 (およ)び障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス関係者 (かんけいしゃ)からの意見聴 (いけんちょう)収 (しゅう)を経 (へ)てその内容 (ないよう)を協議 (きょうぎ)し、意見 (いけん)募集 (ぼしゅう)（パブリック・コメント）の結果 (けっか)等 (とう)を踏 (ふ)まえて策定 (さくてい)しています。

２　計画 (けいかく)の位置 (いち)づけ
（１）根拠 (こんきょ)法令 (ほうれい)
[image: QR コード

自動的に生成された説明]本計画 (ほんけいかく)は、障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)第 (だい)11条 (じょう)第 (だい)３項 (こう)の規定 (きてい)に基 (もと)づく「第 (だい)３次 (じ)江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」と障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)第 (だい)88条 (じょう)第 (だい)１項 (こう)の規定 (きてい)に基 (もと)づく「第 (だい)７期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」、児童 (じどう)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)33条 (じょう)の20第 (だい)１項 (こう)の規定 (きてい)に基 (もと)づく「第 (だい)３期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」を一体的 (いったいてき)に策定 (さくてい)するものです。

（２）江戸川区 (えどがわく)全体 (ぜんたい)計画 (けいかく)との関連 (かんれん)
本計画 (ほんけいかく)は、以下 (いか)の関連 (かんれん)計画 (けいかく)等 (とう)との調和 (ちょうわ)と整合 (せいごう)の下 (もと)に、策定 (さくてい)しています。
・障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)に関 (かん)する条約 (じょうやく)の理念 (りねん)を尊重 (そんちょう)する。
・「2100年 (ねん)の江戸川区 (えどがわく)（長期 (ちょうき)構想 (こうそう)）」と方向性 (ほうこうせい)を同一 (どういつ)にする。
・共 (きょう)生 (せい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた区 (く)のＳＤＧｓの取 (と)り組 (く)みとの調和 (ちょうわ)を図 (はか)る。
・「第 (だい)７期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第 (だい)３期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」（根拠 (こんきょ)法令 (ほうれい)：障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)第 (だい)88条 (じょう)及 (およ)び児童 (じどう)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)33条 (じょう)の20）と整合 (せいごう)を図 (はか)る。
・「東京都 (とうきょうと)障害者 (しょうがいしゃ)・障害児 (しょうがいじ)施策 (しさく)推進 (すいしん)計画 (けいかく)」との連携 (れんけい)を図 (はか)る。

[bookmark: _Hlk162463456]＜本計画 (ほんけいかく)策定 (さくてい)の全体像 (ぜんたいぞう)＞[bookmark: _Hlk153802386]障害者基本法
障害者基本計画
国
東京都障害者・障害児施策推進計画
都
基本指針
障害者総合支援法

[image: ]障害のある人が自分らしく暮らせるまち条例
2100年の江戸川区
（共生社会ビジョン）
●アクションプラン
　 公共施設再編・整備計画
2030年の江戸川区
（SDGsビジョン）









「第 (だい)３次 (じ)江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)」
― 障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)を定 (さだ)める ―

「第 (だい)７期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・第 (だい)３期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」
― 数値 (すうち)目標 (もくひょう)、見込量 (みこみりょう)確保 (かくほ)のための方策 (ほうさく)等 (とう)を定 (さだ)める ―
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自動的に生成された説明]

３　計画 (けいかく)期間 (きかん)
障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)の期間 (きかん)は、令和 (れいわ)６年度 (ねんど)(2024年度 (ねんど))から令和 (れいわ)10年度 (ねんど)(2028年度 (ねんど))までの５年間 (ねんかん)とします。
また、同時 (どうじ)に策定 (さくてい)する障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及 (およ)び障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)の期間 (きかん)は、国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)により令和 (れいわ)６年度 (ねんど)(2024年度 (ねんど))から令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))までの３年間 (ねんかん)とします。


４　計画 (けいかく)の推進 (すいしん)体制 (たいせい)
本計画 (ほんけいかく)は、福祉 (ふくし)・保健 (ほけん)・医療 (いりょう)等 (とう)のさまざまな関連 (かんれん)分野 (ぶんや)に渡 (わた)るものであり、各関係 (かくかんけい)機関 (きかん)や地域 (ちいき)が連携 (れんけい)を図 (はか)りながら、総合的 (そうごうてき)に取 (と)り組 (く)みを進 (すす)めていくことが重要 (じゅうよう)です。
計画 (けいかく)の推進 (すいしん)に向 (む)けて、地域 (ちいき)の関係者 (かんけいしゃ)・関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)や行政 (ぎょうせい)内部 (ないぶ)における推進 (すいしん)体制 (たいせい)の強化 (きょうか)等 (とう)により、地域 (ちいき)のネットワーク構築 (こうちく)を推進 (すいしん)し、サービス提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)を図 (はか)ります。
本計画 (ほんけいかく)の円滑 (えんかつ)な推進 (すいしん)を図 (はか)るため、江戸川区 (えどがわく)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)において進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)などの評価 (ひょうか)及 (およ)び課題 (かだい)事項 (じこう)の検討 (けんとう)を行 (おこな)います。ＰＤＣＡサイクルによる進行 (しんこう)管理 (かんり)を行 (おこな)い、施策 (しさく)等 (とう)の一層 (いっそう)の充実 (じゅうじつ)、目標 (もくひょう)数値 (すうち)の達成 (たっせい)、サービス見込量 (みこみりょう)の確保 (かくほ)に努 (つと)めます。
[bookmark: _Toc61950128][bookmark: _Toc59031700]
計画 (けいかく)の内容 (ないよう)や方向性 (ほうこうせい)を踏 (ふ)まえ
施策 (しさく)や事業 (じぎょう)を実施 (じっし)します。
２　Do（実行 (じっこう)）
計画 (けいかく)の目標 (もくひょう)、サービス見 (み)込量 (こみりょう)や
その確保 (かくほ)の方法 (ほうほう)や方策 (ほうさく)等 (とう)を定 (さだ)めます。
１　Plan（計画 (けいかく)）
評価 (ひょうか)の結果 (けっか)を踏 (ふ)まえ、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて、
計画 (けいかく)や事業 (じぎょう)の見直 (みなお)し等 (とう)を実施 (じっし)します。
４　Action（改善 (かいぜん)）
実績 (じっせき)を把握 (はあく)し、分析 (ぶんせき)・評価 (ひょうか)を行 (おこな)います。
「江戸川区 (えどがわく)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)」等 (とう)で
意 (い)見 (けん)を聴取 (ちょうしゅ)し、公表 (こうひょう)します。
３　Check（評価 (ひょうか)）













[image: QR コード

自動的に生成された説明]

５　第 (だい)３次 (じ)江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)
（１）基本 (きほん)理念 (りねん)
障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が、自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)・社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことができるよう、必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)うとともに、障害 (しょうがい)の有無 (うむ)にかかわらず相互 (そうご)に人格 (じんかく)と個性 (こせい)を尊重 (そんちょう)し安心 (あんしん)して暮 (く)らすことのできる地域 (ちいき)社会 (しゃかい)を実現 (じつげん)することが求 (もと)められています。
区 (く)では、令和 (れいわ)12年 (ねん)(2030年 (ねん))まで目標 (もくひょう)や具体的 (ぐたいてき)施策 (しさく)をまとめた中期 (ちゅうき)計画 (けいかく)である「2030年 (ねん)の江戸川区 (えどがわく)（SDGsビジョン）」とともに、障害 (しょうがい)の有無 (うむ)によって分 (わ)け隔 (へだ)てられることなく、誰 (だれ)もが安心 (あんしん)して自分 (じぶん)らしく暮 (く)らせるまちの実現 (じつげん)を目指 (めざ)し、「障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が自分 (じぶん)らしく暮 (く)らせるまち条例 (じょうれい)」を定 (さだ)めました。障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が安心 (あんしん)して自分 (じぶん)らしく暮 (く)らせるまちの実現 (じつげん)に向 (む)けた取組 (とりくみ)は、次 (つぎ)に掲 (かか)げる事項 (じこう)を最大限 (さいだいげん)尊重 (そんちょう)して推進 (すいしん)していきます。
こうしたことを踏 (ふ)まえ、障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)の基本 (きほん)理念 (りねん)を次 (つぎ)のように定 (さだ)めます。

障害 (しょうがい)のある人 (ひと)とその家族 (かぞく)が地域 (ちいき)の中 (なか)で自立 (じりつ)して生活 (せいかつ)ができ、安心 (あんしん)して毎日 (まいにち)が暮 (く)らせる地域 (ちいき)社会 (しゃかい)づくりをめざします。

障害 (しょうがい)のある人 (ひと)、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)、ボランティア、関係 (かんけい)機関 (きかん)・団体 (だんたい)が信頼 (しんらい)しあい、また、互 (たが)いに助 (たす)けあい、障害 (しょうがい)の有無 (うむ)にかかわらず共 (とも)に生 (い)きるあたたかみのある地域 (ちいき)社会 (しゃかい)づくりをめざします。

障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が、さまざまなことに出会 (であ)い、ふれあい、区民 (くみん)の一人 (ひとり)として創造的 (そうぞうてき)に活動 (かつどう)し、生 (い)きがいを持 (も)って地域 (ちいき)社会 (しゃかい)に貢献 (こうけん)できる環境 (かんきょう)づくりをめざします。
「自立 (じりつ)」
「共生 (きょうせい)」
「社会 (しゃかい)参加 (さんか)」





[image: QR コード

自動的に生成された説明]

（２）基本 (きほん)目標 (もくひょう)
	基本 (きほん)目標 (もくひょう)１
	ともに生 (い)きる仕組 (しく)みづくり


区 (く)では、「ともに生 (い)きるまちを目指 (めざ)す条例 (じょうれい)」を制定 (せいてい)し、一人 (ひとり)ひとりを尊重 (そんちょう)し、誰 (だれ)もが安心 (あんしん)して暮 (く)らせるまちを目指 (めざ)します。障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が、個人 (こじん)としての尊厳 (そんげん)が尊重 (そんちょう)され、地域 (ちいき)社会 (しゃかい)の一員 (いちいん)として、社会 (しゃかい)、経済 (けいざい)、文化 (ぶんか)その他 (た)あらゆる分野 (ぶんや)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)する機会 (きかい)が保 (たも)たれ、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)もない人 (ひと)も、相互 (そうご)に理解 (りかい)し、多様性 (たようせい)を認 (みと)め合 (あ)い、自分 (じぶん)らしく暮 (く)らせる仕組 (しく)みづくりに取 (と)り組 (く)みます。
	基本 (きほん)目標 (もくひょう)２
	やさしいまちづくり


[bookmark: _Hlk149397354]すべての人 (ひと)が移動 (いどう)しやすいまち、使 (つか)いやすい施設 (しせつ)づくりを目指 (めざ)します。また、災害 (さいがい)時 (じ)に備 (そな)え、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)の範囲 (はんい)を見直 (みなお)すとともに、発災 (はっさい)時 (じ)における避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)への支援 (しえん)（支援者 (しえんしゃ)・避難 (ひなん)場所 (ばしょ)・必要 (ひつよう)物資 (ぶっし)・器材 (きざい)）のさらなる検討 (けんとう)を行 (おこな)い、具体的 (ぐたいてき)な体制 (たいせい)整備 (せいび)、物資 (ぶっし)の確保 (かくほ)を行 (おこな)い、発災 (はっさい)時 (じ)に備 (そな)えます。
	基本 (きほん)目標 (もくひょう)３
	生活 (せいかつ)を支 (ささ)える基盤 (きばん)づくり


障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が、地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して生活 (せいかつ)をしていくために、福祉 (ふくし)・保健 (ほけん)・医療 (いりょう)等 (とう)の機関 (きかん)が連携 (れんけい)して支援 (しえん)を行 (おこな)うとともに、重度化 (じゅうどか)・高齢化 (こうれいか)や「親 (おや)亡 (な)き後 (あと)」を見据 (みす)え、居住 (きょじゅう)支援 (しえん)のための体制 (たいせい)（相談 (そうだん)、緊急 (きんきゅう)時 (じ)の受入 (うけい)れ・対応 (たいおう)、体験 (たいけん)の機会 (きかい)・場 (ば)、専門 (せんもん)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)、地域 (ちいき)の体制 (たいせい)づくり）を整備 (せいび)し、地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で生活 (せいかつ)を支 (ささ)える体制 (たいせい)を目指 (めざ)します。
	基本 (きほん)目標 (もくひょう)４
	子 (こ)どもの健 (すこ)やかな成長 (せいちょう)を支援 (しえん)


子 (こ)どもの発育 (はついく)や発達 (はったつ)への気 (き)がかりや心配 (しんぱい)を抱 (かか)える保護者 (ほごしゃ)が、気軽 (きがる)に身近 (みぢか)なところで相談 (そうだん)できる環境 (かんきょう)を整備 (せいび)し、安心 (あんしん)して地域 (ちいき)で子 (こ)育 (そだ)てができる支援 (しえん)体制 (たいせい)（相談 (そうだん)機能 (きのう)、高 (たか)い専門性 (せんもんせい)と適切 (てきせつ)な発達 (はったつ)支援 (しえん)機能 (きのう)、家庭 (かてい)支援 (しえん)機能 (きのう)）の充実 (じゅうじつ)を目指 (めざ)します。早期 (そうき)対応 (たいおう)の重要性 (じゅうようせい)から未就学児 (みしゅうがくじ)に関 (かか)わる地域 (ちいき)の関係 (かんけい)機関 (きかん)に対 (たい)し、支援 (しえん)内容 (ないよう)等 (とう)の助言 (じょげん)・援助 (えんじょ)機能 (きのう)を強 (きょう)化 (か)していきます。
また、子 (こ)育 (そだ)て支援 (しえん)・保育分 (ほいくぶん)野 (や)、教育 (きょういく)分野 (ぶんや)の各関係 (かくかんけい)機関 (きかん)と障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス機関 (きかん)が連携 (れんけい)し、障害 (しょうがい)の有無 (うむ)に関 (かか)わらず全 (すべ)ての子 (こ)どもが共 (とも)に育 (そだ)つ環境 (かんきょう)の整備 (せいび)を進 (すす)めていきます。
	基本 (きほん)目標 (もくひょう)５
	就労 (しゅうろう)と生 (い)きがいの機会 (きかい)の提供 (ていきょう)


[image: QR コード

自動的に生成された説明]障害 (しょうがい)のある人 (ひと)一人 (ひとり)ひとりの適性 (てきせい)や希望 (きぼう)に合 (あ)った就労 (しゅうろう)支援 (しえん)を提供 (ていきょう)するとともに、国 (くに)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)施策 (しさく)改正 (かいせい)に沿 (そ)った新 (あら)たな支援 (しえん)の整備 (せいび)を進 (すす)めていきます。また、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)が、区内 (くない)で気軽 (きがる)に利用 (りよう)できる文化 (ぶんか)活動 (かつどう)、スポーツ活動 (かつどう)の実施 (じっし)環境 (かんきょう)整備 (せいび)及 (およ)び充実 (じゅうじつ)
　　　　を進 (すす)めていきます。

６　成果 (せいか)目標 (もくひょう)
	成果 (せいか)目標 (もくひょう)
	国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)に定 (さだ)める目標 (もくひょう)
	基準値 (きじゅんち)Ａ
	Ａから
目指 (めざ)す
割合 (わりあい)等 (とう)
	数値 (すうち)
目標 (もくひょう)

	福祉 (ふくし)施設 (しせつ)の入所者 (にゅうしょしゃ)の
地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)時点 (じてん)で、令和 (れいわ)４年度 (ねんど)(2022年度 (ねんど))末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所者数 (にゅうしょしゃすう)の６％以上 (いじょう)が地域 (ちいき)生活 (せいかつ)へ移行 (いこう)することを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)４年度 (ねんど)
(2022年度 (ねんど))末 (まつ)
施設 (しせつ)入所者数 (にゅうしょしゃすう)
428人 (にん)
	６％
	26人 (にん)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)時点 (じてん)で、令和 (れいわ)４年度 (ねんど)(2022年度 (ねんど))末 (まつ)時点 (じてん)の施設 (しせつ)入所者数 (にゅうしょしゃすう)を５％以上 (いじょう)削減 (さくげん)することを基本 (きほん)とする。
	
	―
	428人 (にん)

	
	数値 (すうち)目標 (もくひょう)の区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
・区 (く)の実情 (じつじょう)である障害者 (しょうがいしゃ)本人 (ほんにん)及 (およ)び家族 (かぞく)の高齢化 (こうれいか)や「親 (おや)亡 (な)き後 (あと)」を見据 (みす)え、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を支援 (しえん)する機能 (きのう)を強化 (きょうか)するとともに、入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)の専門的 (せんもんてき)支援 (しえん)については、真 (しん)に必要 (ひつよう)とする方 (かた)のニーズを勘案 (かんあん)して定 (さだ)めます。
【参考 (さんこう)】
・東京都 (とうきょうと)の入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)定員 (ていいん)の考 (かんが)え方 (かた)
都内 (とない)の実情 (じつじょう)を踏 (ふ)まえ、平成 (へいせい)17年 (ねん)(2005年 (ねん))10月 (がつ)1日 (にち)現在 (げんざい)の入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)定員数 (ていいんすう)を超 (こ)えないことを目標 (もくひょう)とする。
	〇令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))時点 (じてん)において428人 (にん)を維持 (いじ)

	
	施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
(各年度 (かくねんど)３月分 (がつぶん))
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)
(2021年度 (ねんど))
	令和 (れいわ)４年度 (ねんど)
(2022年度 (ねんど))
	令和 (れいわ)５年度 (ねんど)
(2023年度 (ねんど))
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)
(2026年度 (ねんど))目標 (もくひょう)

	
	
	426人 (にん)
	428人 (にん)
	428人 (にん)
	428人 (にん)

	精神 (せいしん)障害 (しょうがい)にも対応 (たいおう)した
地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))における精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)の精神 (せいしん)病床 (びょうしょう)から退院 (たいいん)後 (ご)１年 (ねん)以内 (いない)の地域 (ちいき)における生活 (せいかつ)日数 (にっすう)の平均 (へいきん)を325.3日 (にち)以上 (いじょう)とすることを基本 (きほん)とする。
	国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)で示 (しめ)されている目標値 (もくひょうち)については、都道府県 (とどうふけん)で定 (さだ)めることとされておりますが、区 (く)では連携 (れんけい)を取 (と)りながら、各種 (かくしゅ)サービスの充実 (じゅうじつ)等 (とう)により引 (ひ)き続 (つづ)き、入院中 (にゅういんちゅう)の精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある方 (かた)の地域 (ちいき)移行 (いこう)の促進 (そくしん)に努 (つと)めていきます。
保健 (ほけん)、医療 (いりょう)、福祉 (ふくし)、介護 (かいご)、当事者 (とうじしゃ)を委員 (いいん)としている江戸川区 (えどがわく)精神 (せいしん)保健 (ほけん)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)を年 (ねん)２回 (かい)開催 (かいさい)し、精神障害者 (せいしんしょうがいしゃ)にも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)や措置 (そち)入院 (にゅういん)患者 (かんじゃ)の退院後 (たいいんご)支援 (しえん)など精神 (せいしん)保健 (ほけん)事業 (じぎょう)全般 (ぜんぱん)について幅広 (はばひろ)く協議 (きょうぎ)しています。

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)の精神 (せいしん)病床 (びょうしょう)における１年 (ねん)以上 (いじょう)の長期 (ちょうき)入院 (にゅういん)患者数 (かんじゃすう)（65歳 (さい)以上 (いじょう)、65歳 (さい)未満 (みまん)）を設定 (せってい)する。
	

	
	精神 (せいしん)病床 (びょうしょう)における早期 (そうき)退院率 (たいいんりつ)（入院 (にゅういん)後 (ご)３ヶ月 (げつ)時点 (じてん)、６ヶ月 (げつ)時点 (じてん)、１年 (ねん)時点 (じてん)の退院率 (たいいんりつ)）
	


[image: QR コード

自動的に生成された説明]

	成果 (せいか)目標 (もくひょう)
	国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)に定 (さだ)める目標 (もくひょう)
	基準値 (きじゅんち)Ａ
	Ａから
目指 (めざ)す
割合 (わりあい)等 (とう)
	数値 (すうち)
目標 (もくひょう)

	精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)の
各 (かく)サービスの目標値 (もくひょうち)
	＜参考 (さんこう)＞　　　　　　　　　　　（各年度 (かくねんど)３月分 (がつぶん)）

	
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)
(2021年度 (ねんど))
	令和 (れいわ)４年度 (ねんど)
(2022年度 (ねんど))
	令和 (れいわ)５年度 (ねんど)
(2023年度 (ねんど))
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)
(2026年度 (ねんど))目標 (もくひょう)

	地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
	11人 (にん)
	9人 (にん)
	11人 (にん)
	14人 (にん)

	地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
	80人 (にん)
	59人 (にん)
	76人 (にん)
	88人 (にん)

	共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
	206人 (にん)
	235人 (にん)
	267人 (にん)
	337人 (にん)

	自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
	52人 (にん)
	50人 (にん)
	53人 (にん)
	56人 (にん)

	自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
	33人 (にん)
	44人 (にん)
	58人 (にん)
	82人 (にん)

	地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までの間 (あいだ)に、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)を整備 (せいび)するとともに、コーディネーターの配置 (はいち)などによる効果的 (こうかてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)及 (およ)び緊 (きん)急時 (きゅうじ)の連絡 (れんらく)体制 (たいせい)の構築 (こうちく)を進 (すす)め、また、年 (ねん)１回 (かい)以上 (いじょう)、支援 (しえん)の実績 (じっせき)等 (とう)を踏 (ふ)まえ運用 (うんよう)状況 (じょうきょう)の検証 (けんしょう)・検討 (けんとう)を行 (おこな)うことを基本 (きほん)とする。
	面的 (めんてき)整備型 (せいびがた)

相談 (そうだん)、緊急 (きんきゅう)時 (じ)の受 (う)け入 (い)れ・対応 (たいおう)、
体験 (たいけん)の機会 (きかい)、専門的 (せんもんてき)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・
育成 (いくせい)、地域 (ちいき)の体制 (たいせい)づくりを具現化 (ぐげんか)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までに、強度 (きょうど)行動 (こうどう)障害 (しょうがい)を有 (ゆう)する者 (もの)に関 (かん)して、支援 (しえん)ニーズを把握 (はあく)し、支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)を進 (すす)めることを基本 (きほん)とする。
	〇支援 (しえん)ニーズを把握 (はあく)
〇基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター、相談 (そうだん)支援 (しえん)
事業所 (じぎょうしょ)、発達 (はったつ)相談 (そうだん)・支援 (しえん)センター等 (とう)と
連携 (れんけい)・協働 (きょうどう)した支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)

	福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)等 (とう)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)実績 (じっせき)を令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))実績 (じっせき)の1.28倍 (ばい)以上 (いじょう)とすることを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行者数 (いこうしゃすう)
104人 (にん)
	1.28倍 (ばい)
	133人 (にん)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)実績 (じっせき)を令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))実績 (じっせき)の1.31倍 (ばい)以上 (いじょう)とすることを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))
就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行者数 (いこうしゃすう)
96人 (にん)
	1.31倍 (ばい)
	125人 (にん)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ型 (がた)の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)実績 (じっせき)を令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))実績 (じっせき)の1.29倍 (ばい)以上 (いじょう)とする。
	令和 (れいわ)３年 (ねん)度 (ど)(2021年度 (ねんど))
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ａ型 (がた)の
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行者数 (いこうしゃすう)
４人 (にん)
	1.29倍 (ばい)
	５人 (にん)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ型 (がた)の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)実績 (じっせき)を令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))実績 (じっせき)の1.28倍 (ばい)以上 (いじょう)とする。
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))
就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)Ｂ型 (がた)の
一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行者数 (いこうしゃすう)
４人 (にん)
	1.28倍 (ばい)
	５人 (にん)


[bookmark: _Hlk161773883][image: QR コード

自動的に生成された説明]

	成果 (せいか)
目標 (もくひょう)
	国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)に定 (さだ)める目標 (もくひょう)
	基準値 (きじゅんち)Ａ
	Ａから
目指 (めざ)す
割合 (わりあい)等 (とう)
	数値 (すうち)
目標 (もくひょう)

	福祉 (ふくし)施設 (しせつ)から一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)等 (とう)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)利用 (りよう)終了者 (しゅうりょうしゃ)のうち一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)へ移行 (いこう)した者 (もの)の割合 (わりあい)が５割 (わり)以上 (いじょう)の事業所 (じぎょうしょ)を全体 (ぜんたい)の５割 (わり)以上 (いじょう)とすることを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))
実績 (じっせき)
９事業所 (じぎょうしょ)/14事業所 (じぎょうしょ)
64.3％
	５割 (わり)
以上 (いじょう)
	継続 (けいぞく)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用者数 (りようしゃすう)が令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))実績 (じっせき)の1.41倍 (ばい)以上 (いじょう)とすることを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))
就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
事業 (じぎょう)利用者数 (りようしゃすう)
112人 (にん)
	1.41倍 (ばい)
	158人 (にん)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))中 (ちゅう)に、就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)のうち、就労 (しゅうろう)定着率 (ていちゃくりつ)が７割 (わり)以上 (いじょう)の事業所 (じぎょうしょ)が全体 (ぜんたい)の２割 (わり)５分 (ぶ)とすることを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)３年度 (ねんど)(2021年度 (ねんど))
実績 (じっせき)
５施設 (しせつ)/９施設 (しせつ)
55.6％
	継続 (けいぞく)

	
	数値 (すうち)目標 (もくひょう)の区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
	〇国 (くに)が定 (さだ)める目標値 (もくひょうち)を基本 (きほん)としつつ、
　これまでの実績 (じっせき)を踏 (ふ)まえて設定 (せってい)

	相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)・強化 (きょうか)等 (とう)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までに、基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターを設置 (せっち)するとともに、基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターが地域 (ちいき)の相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の強化 (きょうか)を図 (はか)る体制 (たいせい)を確保 (かくほ)することを基本 (きほん)とする。
	区 (く)の地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた「ミニ区 (く)役所 (やくしょ)構想 (こうそう)」と呼応 (こおう)した基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター体制 (たいせい)を整備 (せいび)し、相談 (そうだん)対応 (たいおう)強化 (きょうか)に取 (と)り組 (く)みます。

	
	協 (きょう)議会 (ぎかい)において、個別 (こべつ)事例 (じれい)の検討 (けんとう)を通 (つう)じた地域 (ちいき)サービス基盤 (きばん)の開発 (かいはつ)・改善 (かいぜん)等 (とう)を行 (おこな)う取組 (とりくみ)を行 (おこな)うとともに、これらの取組 (とりくみ)を行 (おこな)うために必要 (ひつよう)な協 (きょう)議会 (ぎかい)の体制 (たいせい)を確保 (かくほ)することを基本 (きほん)とする。
	「江戸川区 (えどがわく)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)」において、区内 (くない)の相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)及 (およ)び障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)の協力 (きょうりょく)を得 (え)て、事例 (じれい)検討会 (けんとうかい)等 (とう)を開 (かい)催 (さい)し地域 (ちいき)の相談 (そうだん)体制 (たいせい)の強化 (きょうか)に取 (と)り組 (く)みます。

	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の質 (しつ)を向上 (こうじょう)
させるための取組 (とりくみ)に係 (かか)る体制 (たいせい)の構築 (こうちく)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までに、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)のための体制 (たいせい)を構築 (こうちく)することを基本 (きほん)とする。
	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスをコーディネートする相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)等 (とう)に向 (む)けた「ブラッシュアップ研修 (けんしゅう)」を引 (ひ)き続 (つづ)き実施 (じっし)していき、支援 (しえん)の質 (しつ)の底 (そこ)上 (あ)げを図 (はか)ります。
[image: ]また、事業所 (じぎょうしょ)への実地 (じっち)検査 (けんさ)や一斉 (いっせい)検査 (けんさ)の際 (さい)に、支援 (しえん)内容 (ないよう)や令和 (れいわ)４年度 (ねんど)（2022年度 (ねんど)）から義務化 (ぎむか)されている虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)委員会 (いいんかい)や身体 (しんたい)拘束 (こうそく)の適正化 (てきせいか)に向 (む)けた取 (と)り組 (く)みに関 (かん)する事項 (じこう)を確認 (かくにん)しつつ、令和 (れいわ)６年 (ねん)（2024年 (ねん)）４月 (がつ)から義務化 (ぎむか)されることになる事業所 (じぎょうしょ)における安全 (あんぜん)計画 (けいかく)等 (とう)の策定 (さくてい)の確認 (かくにん)
も併 (あわ)せて行 (おこな)うことで、支援 (しえん)の質 (しつ)の
向上 (こうじょう)に取 (と)り組 (く)みます。

	成果 (せいか)目標 (もくひょう)
	国 (くに)の基本 (きほん)指針 (ししん)に定 (さだ)める目標 (もくひょう)
	基準値 (きじゅんち)Ａ
	数値 (すうち)
目標 (もくひょう)

	障害児 (しょうがいじ)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)等 (とう)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までに、児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターを区内 (くない)に少 (すく)なくとも１か所 (しょ)以上 (いじょう)設置 (せっち)することを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)４年度 (ねんど)(2022年度 (ねんど))実績 (じっせき)
２か所 (しょ)
	３か所 (しょ)

	
	数値 (すうち)目標 (もくひょう)の区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
	○令和 (れいわ)６年 (ねん)(2024年 (ねん))４月 (がつ)に区立 (くりつ)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
センターを１か所 (しょ)増設 (ぞうせつ)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までに、区 (く)に設置 (せっち)された児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターや地域 (ちいき)の障害児通所 (しょうがいじつうしょ)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)が保育所 (ほいくじょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)等 (とう)を活用 (かつよう)しながら、障害児 (しょうがいじ)の地域 (ちいき)社会 (しゃかい)への参加 (さんか)・包容 (ほうよう)（インクルージョン）を推進 (すいしん)する体制 (たいせい)を構築 (こうちく)することを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)４年度 (ねんど)(2022年度 (ねんど))実績 (じっせき)
保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)事業 (じぎょう)利用者 (りようしゃ)
49人 (にん)
	70人 (にん)

	
	数値 (すうち)目標 (もくひょう)の区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
	○令和 (れいわ)６年 (ねん)(2024年 (ねん))４月 (がつ)に区立 (くりつ)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
センターに併設 (へいせつ)する保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)事業 (じぎょう)を
１か所 (しょ)増設 (ぞうせつ)

	
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)(2026年度 (ねんど))末 (まつ)までに、主 (おも)に重症心身障害児 (じゅうしょうしんしんしょうがいじ)を支援 (しえん)する児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)及 (およ)び放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス事業所 (じぎょうしょ)を区内 (くない)に少 (すく)なくとも１か所 (しょ)以上 (いじょう)確保 (かくほ)することを基本 (きほん)とする。
	令和 (れいわ)４年度 (ねんど)(2022年度 (ねんど))実績 (じっせき)
児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)７か所 (しょ)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス４か所 (しょ)
	児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
10か所 (しょ)
放課後 (ほうかご)等 (とう)デイ
サービス
５か所 (しょ)

	
	数値 (すうち)目標 (もくひょう)の区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
	○令和 (れいわ)６年 (ねん)(2024年 (ねん))４月 (がつ)より区立 (くりつ)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
センターで重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障害児 (しょうがいじ)の受 (う)け入 (い)れを開始 (かいし)

	
	医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための
関係 (かんけい)機関 (きかん)の協議 (きょうぎ)の場 (ば)の設置 (せっち)
	医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)関係 (かんけい)機関 (きかん)連携 (れんけい)
会議 (かいぎ)の開催 (かいさい)回数 (かいすう)
	２回 (かい)

	
	医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)支援 (しえん)のための
コーディネーターの配置 (はいち)
	医療的 (いりょうてき)ケア児 (じ)コーディネーターの数 (かず)
	25人 (にん)



[image: QR コード

自動的に生成された説明]

７　障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスの見込量 (みこみりょう)
	サービス種別 (しゅべつ)
	単位 (たんい)
	見込量 (みこみりょう)

	
	
	令和 (れいわ)６年度 (ねんど)
	令和 (れいわ)７年度 (ねんど)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)

	　訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス
	
	
	
	

	　　　居宅 (きょたく)介護 (かいご)
	利用者数 (りようしゃすう)
	1,241
	1,270
	1,301

	
	利用 (りよう)時間数 (じかんすう)
	15,574
	15,874
	16,191

	重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)
	利用者数 (りようしゃすう)
	48
	49
	50

	
	利用 (りよう)時間数 (じかんすう)
	14,793
	14,900
	14,999

	　　　行動 (こうどう)援護 (えんご)
	利用者数 (りようしゃすう)
	16
	17
	18

	
	利用 (りよう)時間数 (じかんすう)
	950
	1,000
	1,100

	　　　重度 (じゅうど)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	0
	0
	0

	
	利用 (りよう)時間数 (じかんすう)
	0
	0
	0

	　　　同行 (どうこう)援護 (えんご)
	利用者数 (りようしゃすう)
	197
	208
	220

	
	利用 (りよう)時間数 (じかんすう)
	4,334
	4,576
	4,840

	　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス
	
	
	
	

	　　　生活 (せいかつ)介護 (かいご)
	利用者数 (りようしゃすう)
	1,341
	1,421
	1,506

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	24,541
	26,053
	27,660

	[bookmark: _Hlk148033122]　　　自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（機能 (きのう)訓練 (くんれん)）
	利用者数 (りようしゃすう)
	6
	6
	6

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	77
	77
	77

	　　　自立 (じりつ)訓練 (くんれん)（生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
	利用者数 (りようしゃすう)
	80
	88
	96

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	1,261
	1,381
	1,501

	[bookmark: _Hlk148033230]　　　就労 (しゅうろう)選択 (せんたく)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	－
	17
	33

	　　　就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	321
	341
	362

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	5,588
	5,947
	6,330

	　　　就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ａ型 (がた)）
	利用者数 (りようしゃすう)
	179
	194
	212

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	3,264
	3,556
	3,906

	就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)（Ｂ型 (がた)）
	利用者数 (りようしゃすう)
	1,188
	1,241
	1,294

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	19,318
	20,097
	20,881

	就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	180
	199
	219

	　　　療養 (りょうよう)介護 (かいご)
	利用者数 (りようしゃすう)
	59
	61
	63

	　　　短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（福祉型 (ふくしがた)）
	利用者数 (りようしゃすう)
	124
	124
	124

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	1,740
	1,740
	1,740

	　　　短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（医療型 (いりょうがた)）
	利用者数 (りようしゃすう)
	18
	28
	45

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	108
	168
	270

	　居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス
	
	
	
	

	自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
	利用者数 (りようしゃすう)
	65
	66
	67

	共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)（グループホーム）
	利用者数 (りようしゃすう)
	749
	799
	859

	
	うち、区分 (くぶん)４以上 (いじょう)
	260
	265
	270

	　　　施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	428
	428
	428

	　相談 (そうだん)支援 (しえん)
	
	
	
	

	　　　計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	1,370
	1,411
	1,452

	　　　地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	13
	14
	15

	　　　地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	95
	99
	103


[image: 散布図, QR コード

自動的に生成された説明]

８　障害児 (しょうがいじ)支援 (しえん)のサービスの見込量 (みこみりょう)
	サービス種別 (しゅべつ)
	単位 (たんい)
	見込量 (みこみりょう)

	
	
	令和 (れいわ)６年度 (ねんど)
	令和 (れいわ)７年度 (ねんど)
	令和 (れいわ)８年度 (ねんど)

	　　　児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	1,169
	1,169
	1,169

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	8,321
	8,321
	8,321

	放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス
	利用者数 (りようしゃすう)
	1,558
	1,507
	1,457

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	17,741
	17,168
	16,599

	保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	60
	65
	70

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	120
	130
	140

	居宅 (きょたく)訪問型 (ほうもんがた)児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	3
	3
	3

	
	利用 (りよう)日数 (にっすう)
	15
	15
	15

	障害児 (しょうがいじ)相談 (そうだん)支援 (しえん)
	利用者数 (りようしゃすう)
	540
	540
	540

	障害児 (しょうがいじ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
	福祉型 (ふくしがた)利用者数 (りようしゃすう)
	6
	7
	6

	
	医療型 (いりょうがた)利用者数 (りようしゃすう)
	4
	5
	6



９　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の構成 (こうせい)

















第 (だい)３次 (じ)江戸川区 (えどがわく)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)
第 (だい)７期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
第 (だい)３期 (き)江戸川区 (えどがわく)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
概要版 (がいようばん)
（令和 (れいわ)６年 (ねん)(2024年 (ねん))３月 (がつ)発行 (はっこう)）
【編集 (へんしゅう)・発行 (はっこう)】
　江戸川区 (えどがわく) 福祉部 (ふくしぶ) 障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか)
　〒132-8501 　江戸川区 (えどがわく)中央 (ちゅうおう)１-４-１
電話 (でんわ)　03（3652）1151（代表 (だいひょう)）
http://www.city.edogawa.tokyo.jp/

[image: 散布図, QR コード

自動的に生成された説明]
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  地域生活支援事業 ・地域生活支援促進事業  

 

任意事業 

 

法定必須事業 

①理解促進研修・啓発事業 

②自発的活動支援事業 

③相談支援事業 

④成年後見制度利用支援事業 

⑤成年後見制度法人後見支援事業 

⑥意思疎通支援事業 

⑦日常生活用具給付等事業 

⑧手話奉仕員養成研修事業 

⑨移動支援事業 

⑩地域活動支援センター機能強化事業 

障害者総合支援法で定められている事業

 

・東京都の基準にて実施する福祉サービス 

・区が独自で基準を定めて実施する福祉 

サービス 

①日常生活支援事業 

②社会参加支援事業 

③自動車運転免許取得・改造助成事業 

 

地域生活支援促進事業  

① 重度障害者等就労支援事業  

③ 特別促進事業  

②重度障害者大学等 修学 支援事業  
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  地域生活支援事業 ・地域生活支援促進事業  

 

任意事業 

 

法定必須事業 

①理解促進研修・啓発事業 

②自発的活動支援事業 

③相談支援事業 

④成年後見制度利用支援事業 

⑤成年後見制度法人後見支援事業 

⑥意思疎通支援事業 

⑦日常生活用具給付等事業 

⑧手話奉仕員養成研修事業 

⑨移動支援事業 

⑩地域活動支援センター機能強化事業 

障害者総合支援法で定められている事業

 

・東京都の基準にて実施する福祉サービス 

・区が独自で基準を定めて実施する福祉 

サービス 

①日常生活支援事業 

②社会参加支援事業 

③自動車運転免許取得・改造助成事業 

 

地域生活支援促進事業  

① 重度障害者等就労支援事業  

③ 特別促進事業  

②重度障害者大学等 修学 支援事業  
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